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1, はじめに 

近年の流木災害を受け，流域全体での流木対策が急務な

課題となっている．しかしながら，これまで，山地河川に

おける流木対策や橋梁における流木閉塞に関するメカニズ

ムとその対策，下流河川における流木対策工（例えば，木

除杭：写真-1）等に関して，一般的に，それぞれ個別に議

論されてきている．そこで，本稿では，既往研究や筆者ら

の研究成果 1）等を参考に，これまで殆ど議論されてこなか

った流域全体における流木による被害の特徴について整理

するともに，事業分野（例えば，治山・森林分野，砂防・

ダム・河川分野，道路・鉄道等の交通分野，港湾・漁港・

海岸等の沿岸域での事業分野）に応じた具体的な流木対策

の検討に関して，今後の設計実務者が検討に際して参考と

なる考え方について提案することを目的としている． 

2, 既往報告に基づく流木の流出特性と被害リスク 

流木流出に伴う被害防止の目的を明確にするため，これ

までの流木による災害や被害に関する既往報告例えば，2)から10)まで

を参考に，今後，河川流域の各空間区分において懸念され

る流木による主な被害リスクを表-1に示す．表-1に示され

るとおり，流域における流木による被害は，主に，①土砂

流出に伴う流木の家屋への衝突等による被害，②下流域ま

で運搬された流木の構造物（例えば，橋梁）への衝突や流

木閉塞に伴う構造物の損傷，③橋梁・河道閉塞に伴うその

上流部での洪水氾濫，④貯水池ダムや海岸・港湾における

流木処理・利用制限等の間接的な被害等に分類される． 

 

写真-1 木除杭の設置状況（京都嵐山；渡月橋） 

3, 流域特性を踏まえた流木対策方針案の提案 

各空間区分における流域特性（例えば，保全対象や利用

状況）を考慮した流木対策方針案について以降に提案する． 

山地や上流域に保全対象（例えば，家屋）等が存在する

場合，これまでの砂防事業と同様に，保全対象上流域にお

いて，山腹工や砂防堰堤等による流木の生産・流出防止を

目的とした対策が望まれる（図-1）．その際，下流域の状

況（例えば，橋梁の横過条件，沿岸部の利用状況）により，

全ての斜面または渓流等からの流木流出に対して防止を講

じる必要がある．なお，山地や上流域において家屋等の保

全対象が存在しないとともに，下流河川域において流木捕 

 表-1 流域の空間区分において懸念される流木による主な被害リスク 
流域の空間区分 主な流木被害リスクの概要 主な被害事例 

山地・

森林 

斜面・ 

渓流 

土砂流出に伴う流木の家屋

への衝突等 

・1988 広島県 2) 

・2004 愛媛県 3) 
流木による河道閉塞に伴う上

流部での洪水氾濫等 

・1998 那珂川 4)  
・2005 宮崎県 5) 

貯水池・

ため池 

余水吐や取水設備における

流木の閉塞による堤体の決

壊や損傷 

・2005 宮崎県 6 

・2017 福岡県 7) 

流出した流木の処分・撤去 ・2003 北海道 8) 

沖積 

平野 

河川： 

緩勾配 

区間 

橋梁や横断構造物における

流木の閉塞や衝突による橋

梁，取付道路の損傷 

・1998 那珂川 4) 

・2007 多摩川 9) 

その他  

沿岸域

漁港・ 

港湾 

流木流出による漁業活動へ

の影響 ・2003 静岡県 10) 
海岸 流木堆積による利用制限 

砂防堰堤

(部分透過型)

山腹工

砂防堰堤(透過型)

砂防堰堤(透過型)

 
図-1 砂防堰堤や山腹工等による山地や上流における対策例 

（山間地域における保全対象：有，沿岸域への流木放流：不可） 

T3-006

- 41 -



流木捕捉施設

 
図-2 下流河川における流木捕捉施設等による対策例 

（山間地域における保全対象：無，沿岸域への流木放流：不可） 

木除杭

自然流下

(沿岸部での

集約撤去)

 
図-3 木除杭等による対策例 

（山間地域における保全対象：無，沿岸域への流木放流：可） 

捉施設の設置が可能な地形条件を有する場合は，図-2 に示

すとおり，河川下流域（一箇所）での集中的な流木捕捉も

有効であると考えられる．また，下流域での流木捕捉は，

流木の運搬や撤去においても有効であると考えられる． 

一方，流木発生量や河口域・沿岸部での利用状況によっ

ては，海岸管理者や港湾管理者等との調整により，木除杭

等を併用させた流木の自然流下による沿岸部での流木の集

約・撤去も考えられる（図-3）．ただし，流木対策や処理

等に関して，主な発生域の管理者（森林管理者等）との調

整，対策における便益者の違いを考慮して流木捕捉や流木

の集積・処分（例えば，貯水池ダムや沿岸域での流木集

積）に要する費用の負担調整，総合的な河川流域の事業に

おける費用便益効果分析手法の確立が重要である． 

今後，これらの流域特性に応じた流木対策方針について

議論するための検討フローを図-4に示す．図-4に示される

とおり，山地から河口域までの流域において効果的に流木

対策を推進するためには，森林管理者，砂防施設管理者，  
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図-4 流木対策方針の概略検討フロー例 

河川管理者，海岸管理者，港湾・漁港管理者，道路管理者

等が連携していく必要がある．なお，本稿では目的が異な

るため対象としていないが，貯水池ダム等の湛水部におけ

る網場を併用した流木捕捉も有効と期待される．今後，更

なる合理的な流木対策の議論が望まれる． 
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